
使用した福島県産品

株式会社会津畜産（馬肉）

株式会社林養魚場（メイプルサーモン、大岩魚）

あんざい果樹園（桃、梨）

有限会社かねまつ（トマト、きゅうり、アスパラ、

ブロッコリー、カリフラワー、レタス、いんげん、

つるむらさき、枝豆、里芋、食用菊、椎茸、舞茸）

有限会社ハニー松本（ハチミツ）

株式会社フクイチ（甘酒）

株式会社ハヤオ（福島牛）

株式会社会津地鶏ネット（会津地鶏）

合同会社メディエイトしおかわ（エゴマ豚）

9月30日、「日本料理 よし邑」にて交流会が開催されました。ふくしま応援シェフは、冨澤 浩一シェフで

す。

交流会レポート：日本料理 よし邑（冨澤 浩一総料理長）

▼開催店舗：日本料理 よし邑

ふくしま応援シェフ：冨澤 浩一総料理長

URL：http://www.yoshimura-hasune.com/

住所：〒174-0046 東京都板橋区蓮根2丁目19-12

TEL：03-3968-1301

交流会は、消費者の皆様に福島県産食材の安全確

保の取組みや食材の魅力を知っていただくため、

福島県を応援いただいているシェフ（ふくしま応

援シェフ）のご協力をいただき、9月、10月、11

月、1月、2月の各月に3回ずつ、計15回開催いた

します。

9月のテーマは「残暑を乗り切る夏果菜とふくしま

のスタミナ」、テーマ食材は「馬肉」「メープル

サーモン」「蜂蜜」です。今回提供されたお料理

は9品、下記の生産者より食材をご提供いただきま

した。

メイプルサーモンと福島地場野菜吹き寄せ焼き 

（福島県食材：枝豆、つるむらさき、いんげん） 

メイプルサーモン温燻 彩り三彩 

（福島県食材：メイプルサーモン、食用菊） 

メイプルサーモンフライ 

（福島県食材：メイプルサーモン） 

大岩魚秋包み 輪柚子 香味ポン酢餡 

（福島県食材：大岩魚、いんげん） 

会津馬刺しカルパッチョ 

（福島県食材：馬刺し、ブロッコリー、カリフラワー、 

レタス、トマト、食用菊） 



【交流会の様子】

交流会は、主催の福島県県産品振興戦略課より趣旨説明及び挨拶で始まりました。

続いて冨澤シェフから本日提供していただく試食料理の説明と、2012年に福島県の生産者を訪れた際の感想を交えて挨拶

をいただきました。

今回の交流会には、9月のテーマ食材であるメイプルサーモンの生産者、株式会社林養魚場 場長 石田信哉さんにご参加い

ただき、メイプルサーモンの生産方法と、放射性物質を含んでいる可能性のある自然のえさを食べないようにするなどの

安全性への取組みについて説明いただきました。

また、福島県が実施している食の安全に関する取り組みについて、担当者より説明がありました。

冨澤 浩一総料理長より、本日の試食料理についての説明がありました。 

エゴマ豚とアスパラフライ 

（福島県食材：エゴマ豚、椎茸、会津地鶏） 

福島豊水の福島牛巻き 利久餡 

（福島県食材：梨、福島牛） 

福島菊花浸し 果母酢ジュレ 

（福島県食材：食用菊） 

会津地鶏と福島木の子汁 

（福島県食材：会津地鶏、里芋、舞茸） 

9月のテーマ食材の一つであるメープルサーモンの生産者、 

株式会社林養魚場 場長 石田信哉さんより食材に関する説明がありました。 



交流会では、日本酒の試飲も行われました。試飲のされた日本酒は次の5銘柄です。

榮川 大吟醸 榮四郎

会社名：榮川酒造株式会社

福島県耶麻郡磐梯町大字更科字中曽根平6841番地11

http://www.eisen.jp/

一生青春 大吟醸

会社名：曙酒造合資会社

福島県河沼郡会津坂下町字戌亥乙２番地

http://tenmei.co.jp/

伝承山廃純米 末廣

会社名：末廣酒造株式会社

福島県会津若松市日新町１２番38号

http://www.sake-suehiro.jp/

大七 箕輪門

会社名：大七酒造株式会社

福島県二本松市竹田１番６６号

http://www.daishichi.co.jp/

玄宰

会社名：末廣酒造株式会社

福島県会津若松市日新町１２番38号

http://www.sake-suehiro.jp/

意見交換会では、参加者から次のような意見や料理、食材への感想がありました。

冨澤総料理長の料理、福島県の食材、お酒ともに大変おいしかった。

生産者や福島県が実施している安全への取り組みが徹底していることが分かった。

交流会を通して、福島県産食材の高い安全性、食材の美味しいさが伝わった。

福島県ブランド認証産品の日本酒の試飲が行われました。 冨澤総料理長の料理と福島県の日本酒で、交流会会場は盛り上がりました。 





石田信哉さんより食材に関する説明がありました。 



冨澤総料理長の料理と福島県の日本酒で、交流会会場は盛り上がりました。 


